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ビオトープ



1・2 年生遠足



38 名
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優しくたくましい人へ

　２１世紀を担う子どもたちは、「愛の教育、心
の教育」を受け、平和を作り出すことに貢献す
る人でなければなりません。
　平和は遠くのことではありません。近くの、自
分の周りから作り出すものです。私たちは、平
和を自分たちの時代だけで終わらせるのではな
く、次の世代に引き継ぎ、渡していくことのでき

る人を育てていきたいと願っています。
　捜真で育った心豊かな子どもたちは、人間関
係が円満で、社会においてもよい働きができる人
になると信じています。神を愛し、他者を愛し、
自分を愛すること、この教育が実を結び、世界
にそして平和に貢献できる人に成長していくこと
が私たち捜真小学校の願いです。

帰ってくる教育　心の拠り所　
　たくさんの卒業生が里帰りのように学校を訪ね
てきます。ありのままの自分を受け入れてもらえる
安心感と居場所があるのです。うれしい報告が
ある時はもちろん、揺れ動く不安定な時に、
悩みを抱えて辛い時に、心の拠り所のある人は幸
せです。そこから次に向かって生きるエネルギー
が湧いてくるのです。マイナス経験をプラスに変
えていく心を得ていきます。

　真の心の拠り所、自分の帰属するところは、
永遠に変わることなく自分を愛してくださる神様で
あることを大人になってわかる者もたくさんいま
す。その意味で捜真の教育は、今だけに焦点を
当てる教育ではなく、射程距離の長い教育であ
ると言えます。そうした教育こそが、子どもたち
一人ひとりの人生の土台を築く大切な６年間にな
ると、信じています。
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地の塩会委員会

命の授業

卒業式

１８８７ 「英和女学校」を設立
１８９１ 山手に新校舎が落成 
 学校法人「捜真女学校」と改める
１９１０ 横浜市神奈川区中丸に移転
１９５７ 男女共学の捜真小学校を開設
 自然教室始まる
２０１６ 捜真学院創立１３０周年式典
２０１７ 捜真小学校創立６０周年式典

1886年、横浜山手の外国人

居留地。日本で初めての聖書印

刷が行われていた印刷所の2階

でアメリカ人のバプテスト派宣

教師シャーロット・ブラウンが

少女７名の教育にあたったのが

捜真学院の始まりです。


